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自己紹介

• 木俵 豊

• 国立研究開発法人
情報通信研究機構（NICT）

• 執行役

• 専門分野：

– データ工学、ユビキタスコンピューティン
グ等

• 学会活動等：

– 情報処理学会フェロー、電子情報通信学
会フェロー、日本データベース学会
（DBSJ）理事、日本学術会議連携会員
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経歴(研究マネージャとして)

• ‘11.4から主に研究マネージャとして業務
– ’11.4: 情報通信研究機構 第3期中期計画開始
– ’16.4: 情報通信研究機構 第4期中期計画開始
– ’21.4: 情報通信研究機構 第5期中期計画開始

• ユニバーサルコミュニケーション研究所長
• ユニバーサルコミュニケーション研究所長

(‘11.4〜’19.3)
• 先進的音声翻訳研究開発推進センター長

(‘16.4〜20.3)
• 統合ビッグデータ研究センター長(‘11.4〜’18.3)
• ソーシャルビッグデータ連携研究センター長

(‘11.4〜’18.3)
• 情報利活知能科学基盤総合研究室長(‘11.4〜19.3)
• 知能科学融合研究開発推進センター長(‘18.4〜20.3)
• ソーシャルイノベーションユニット長(‘20.4〜21.3)
• 経営企画部長（’21.04〜24.03）
• 執行役 (24.04〜)
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国立研究開発法人 情報通信研究機構（NICT）

◎NICT：ICT分野を専門とする我が国唯一の公的研究機関
National Institute of Information and Communications Technology

‣ 主たる業務 （ 「独立行政法人情報通信研究機構法」より ）

①情報の電磁的流通及び電波の利用に関する技術の研究及び開発
②高度通信・放送研究開発を行う者に対する支援
③通信・放送事業分野に属する事業の振興

‣ 設立時期 平成16年4月1日

‣ 中長期計画 令和3年4月 – 令和8年3月（第5期）

‣ 人員 常勤役職員 562名（うち、研究職員・研究技術職 330名）
有期雇用職員872名 （うち、研究職・研究技術職502名） ※令和６年４月１日現在

‣ 理事長 徳田英幸（慶應義塾大学 名誉教授）

研究開発支援:
• 革新的情報通信技術基金事業
• 国内ICT R&D支援事業
• US-Japan Projects
• EU-Japan Projects
• ASEAN-IVO Projects
• Taiwan-Japan Projects

重点５分野:
• 電磁波先進技術分野
• 革新的ネットワーク分野
• サイバーセキュリティ分野
• ユニバーサル
コミュニケーション分野

• フロンティアサイエンス分野

公的サービス:
• 日本標準時
• 宇宙天気予報
• 無線機器較正業務
• サイバー演習業務
• 人材育成

(SecHack365, NQC等）
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情報通信研究機構の主な施設等所在地
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宮城県仙台市（東北大学片平キャンパス）

レジリエントICT研究センター

茨城県鹿嶋市

鹿島宇宙技術センター

東京都中央区

イノベーションセンター

東京都千代田区

ＪＧＮネットワーク運用センター

東京都武蔵野市

サイバーセキュリティリカレントエボリューションセンター 

神奈川県横須賀市（横須賀リサーチパーク）

ワイヤレスネットワーク研究センター

沖縄県国頭郡恩納村

沖縄電磁波技術センター

大阪府吹田市（大阪大学吹田キャンパス）

脳情報通信融合研究センター

石川県能美市（石川サイエンスパーク）

北陸StarBED技術センター

京都府相楽郡精華町(けいはんな地区)

ユニバーサルコミュニケーション研究所

兵庫県神戸市

未来ICT研究所

本部
電磁波研究所
ネットワーク研究所
サイバーセキュリティ研究所
未来ICT研究所小金井フロンティア研究センター
Beyond5G研究開発推進ユニット
量子ICT協創センター
オープンイノベーション推進本部
ソーシャルイノベーションユニット
 総合テストベッド研究開発推進センター
イノベーション推進部門
グローバル推進部門
デプロイメント推進部門
総務部、財務部、経営企画部、業務企画部、広報部
イノベーションデザインイニシアティブ、NICTナレッジハブ、
ダイバーシティ推進室、GPAI東京専門家支援センター
事務局、AI研究開発推進ユニット 等

東京都小金井市
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第５期中長期計画における主な業務

分野横断的な研究開発
その他の業務

Beyond 5Gの推進
◇先端的な研究開発を自主研究として実施
◇情報通信研究開発基金を活用した研究開発・標準化の支援・実施 等

オープンイノベーション創出に向けた取組の強化
◇社会実装体制、産学官連携の強化
◇戦略的な標準化活動の推進
◇戦略的なＩＣＴ人材の育成 等

研究支援・事業振興業務
◇海外研究者の招へい
◇情報通信ベンチャー企業の事業化支援

機動的・弾力的な資源配分

若手人材など多様で優秀な人材の確保

報道メディアに対する情報発信力強化

機構法に基づく業務

標準電波の発射、標準時の通報

宇宙天気予報

無線設備の機器の試験及び較正

業務運営に関する事項

重点研究開発分野

安全安心なSociety 5.0の実現に資する
「戦略4領域」と「重点5分野」 ＋ オープンイノベーション
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NICTにおけるAI研究開発拠点
ユニバーサルコミュニケーション研究所

今日は「 AI共生型社会実現促進ワークショップ」なので
AI分野に話題を絞ります。
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ユニバーサルコミュニケーション研究所

●データ駆動知能システム研究センター
（センター長:大竹 清敬）

先進的音声
技術研究室

（室長:河井 恒）

大規模言語モデル(LLM)
社会知解析・対話技術

多言語翻訳技術

●総合企画室
（室長:香山 健太郎）

けいはんな拠点
（京都府 精華町）

先進的翻訳
技術研究室

（室長:内山 将夫）

●先進的音声翻訳研究開発推進センター
（センター長:内元 清貴）

小金井本部

研究企画、知財管理、社会実装推
進、組織横断的な調整など

●統合ビッグデータ研究センター
（センター長:是津 耕司）

●先進的リアリティ技術総合研究室
（室長:内元 清貴）

XRインタフェース
技術

スマートデータ
利活用基盤技術

Advanced Speech Translation 
REsearch and development 
promotion Center

ユニバーサルコミュニケーション研究所
（研究所長：内元 清貴, 副研究所長：鳥澤 健太郎）
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社会実装を目的とした研究開発
• 研究開発成果が社会で活用されて社会を変革させることがユニバーサルコミュニケーション

研究所、国研のミッションだと考えて研究開発を推進してきた

• それを実現させるための国研としての役割

– 先進的な技術の研究開発開発（複数の研究開発レベルを設定）

– 企業と連携した社会実装の促進（企業からの出向者等の受け入れ）

– 社会実装によって得られるデータや知見をフィードバックした新たな技術の研究開発
（翻訳バンクプロジェクト等を推進）

研究開発

社会実装
（ビジネス化）

データ＋α

日々進化するAI技術による
サービスに基づくAI共生型

社会を実現させるためには
このような持続可能な研究
開発が必要不可欠
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設立当時の研究概要は？

ユニバーサルコミュニケーション研究所はけいはんな研究所から改組さ
れて第3期中長期計画(2011〜2016)に設立されました。
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人と社会にやさしい真に通じ合えるコミュニケーションの実現を目指し、
音声・言語・知識、映像、多感覚等に関わる最先端技術の研究開発及び活用を推進

多言語
コミュニケー
ション技術

コンテンツ・サービス
基盤技術

超臨場感
コミュニケー
ション技術

社会還元に向けた
重点プロジェクト

アジア
情報ＨＵＢ

超臨場感メディア音声翻訳

ユニバーサルコミュニ
ケーション基盤技術

11

ユニバーサルコミュニケーション研究所

国際産業情報分析観光通訳
多言語音声対話

情報分
析と連携対話と連携

広がる高精度
通訳＠2015

旅行短文
通訳＠2010

多分野・長文対応の研究開発

200インチ裸眼
3Dディスプレイ

多感覚
インタラクション

ホログラフィ

Web

観測
データ

映像・音声
コンテンツ 情報分析システム

WISDOM2015

多言語
翻訳・
対話支援

知
識
・
言
語

グ
リ
ッ
ド

高度情報資産

提
供

利
用
・

評
価

収
集

情報分析技術

大規模情報管理技術

多言語翻訳技術

・・・

サ
ー
ビ
ス
化

管理・分析・
翻訳等

ユニバーサルコミュニケーション研究所の
研究概要 (2011)
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ユニバーサルコミュニケーション研究所の
研究概要 (2020)

誰もが分かり合えるユニバーサルコミュニケーションの実現を目指して、下記技術の研究開発と社会実装に取り組み、
国際ビジネス、高齢者ケア、環境リスク低減等における言葉の壁・知識の壁・データ利活用の壁をなくし、社会課題
の解決や新たな価値創造等に貢献する。 

エッジ
エッジ

統合ビッグデータ研究センター

先進的音声翻訳研究開発推進センター

①多言語コミュニケーション技術

データ駆動知能システム研究センター

②社会知コミュニケーション技術

ユニバーサルコミュニケーション研究所

パブリック／プライベートデータを
連携させた実世界の状況分析・予測

日常会話の翻訳からビジネスで
使える同時通訳へ

生成AI(大規模言語モデル)も活用し、仮想的
人格を用いてユーザの興味・背景に合わせて
対話

コミュニケーションの質の向上

日本語中心・分野特化

研究開発成果の社会実装

③スマートデータ利活用基盤技術

先進的リアリティ技術総合研究室

高品質・大規模データベース

電気自動車は電気を作るために、火力発電所で化石燃料を燃や
すので、二酸化炭素を増やすからである。+のはなぜ

効率の悪い古い火力発電所ならば、
ガソリン車以上に悪影響

結局、どこかで「化石燃料」は消
費されている…

若干異なる視点：半導体やバッテリーの製造
にも化石燃料で作られた大量の電気が…

行動支援

対話多言語
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音声翻訳技術

社会実装を目的とした研究開発
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多言語音声翻訳アプリ VoiceTra（ボイストラ）

2025/3/24 14

• NICTが研究開発した音声翻訳技術の実証実
験として公開。利用無料。

• 31言語間の翻訳に対応。
• 短文の旅行会話が得意。

入力した文

翻訳結果

逆翻訳結果
（翻訳結果を 自分
の言語で確認！ ）

ダウンロード数(2025/2/28現在)

重点18言語＋ 3言語を強化中（※）
日、英、中（中国語・台湾華語）、韓、スペイ ン、 

フランス、タイ、インドネシア、ベトナム、ミャンマー、
フィリピン、ポルトガル（ブラジル） 、

ロシア、ヒンディ、アラビア、ドイツ、イタリア、ウクライナ
＋

ネパール、クメール、モンゴル

累計 約1,220万ダウンロード

約35万発話／日

AI共生型社会実現促進ワークショップ



多言語音声翻訳の研究開発
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技術の進化

ルールベース コーパスベース ニューラルネット 大規模言語モデル

◼ 特定話者が対象
◼ 文節発声・定型文の発話
◼ 静かな室内での発話
◼ 会議室予約程度が可能

◼ 不特定話者が対象
◼ 雑音下でも高精度な音声認識
◼ 違和感のない自然な文章に翻訳
◼ 違和感のない自然な音声合成

◼ 不特定話者が対象
◼ 丁寧な自発発話が必要
◼ 一定の条件下であれば外部でも音声認識可

能
◼ 生活会話の翻訳

初代VoiceTra

VoiceTra

1万規則/言語
対

10万文/言語対 100万文/言語対

医療機関等での
翻訳サービス

自治体・郵便局窓口
での翻訳サービス

文字で確認

音声認識技術による
聴覚障がい者支援サービ

ス

多様な翻訳端末・
アプリが登場

辞書利用

翻訳支援

国内での翻訳サービス

会話翻訳へ進化

自動翻訳が事業化
できるレベルに進化

PC翻訳

グローバルコミュニケーション計画
（第一期：2014年〜2020年）

外国
人材
への
対応

訪日外
国人対

応

多言語・多分野化

ビジネス・会
議への対応

外国人材
への対応

訪日外国
人対応

翻訳専用端末

• 各言語の言語専門家を確保してチェック
• コーパス構築のノウハウを多言語に拡張

品質確保のために

言
葉
の
壁
が
な
い
世
界
へ 逐

次
翻
訳

分野を絞って高品質のコーパスを大量に
収集構築することにより高精度化を実現
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音声翻訳技術の社会実装

（2024年7月現在）

（ https://gcp.nict.go.jp/news/products_and_services_GCP.pdf より）

「mimi ® 音声翻訳 
powered by NICT｣

Fairy Devices

「SmaLingualシリーズ
多言語音声翻訳サービス｣

IP DREAM、
スマートカルチャーゲートウェイ

タクシー

病院 医療機関

「みらい翻訳プラットフォーム
音声翻訳APIサービス」

みらい翻訳

「多言語音声APIサービス」
日本電気

「mimi ® Cloud API Service」
Fairy Devices

「医療通訳タブレット MELON｣
コニカミノルタ

APIサービス

警察消防

「VoiceBiz®」および
「VoiceBiz®UCDisplay」

TOPPAN

窓口業務等

「救急ボイストラ」
消防庁

「高度警察情報通信
基盤システム(PⅢ)」

搭載機能
警察庁

公的機関

｢Fairy I/O ®

Tumbler T-01｣
Fairy Devices

「多言語業務向けシステム」
住友ゴム工業(ATR-Trek)
※特定のユーザ向け

ビジネス

「TOTTRA｣
鳥取県ハイヤータクシー協会

(Fairy Devices)

「POCKETALK® S｣
ポケトーク

｢eTalk5
みらいPFモデル｣
RemoSpace

観光等 交通機関

「eTalk5APP 
みらいPFモデル」
RemoSpace

「ポケトーク｣アプリ版
ポケトーク

「ポケトーク同時通訳」
 ポケトーク

「RemoteVoice ® 」
TOPPAN

「KOTOBAL（コトバル）」
×透明ディスプレイ
コニカミノルタ

「BRIDGE マルチ通訳アプリ」
BRIDGE MULTILINGUAL

SOLUTIONS

「Fujitsu Software LiveTalk」
富士通

「TransDisplay」
VM-Fi

「MeeTra 」
TOPPAN株式会社

「ドコツーAI」
株式会社スマートボックス

「ドコツーAI MIX」
株式会社スマートボックス

VoiceTra

約1,200万DL
35万発話／日
21言語強化中
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多分野化：翻訳バンクプロジェクト

17

翻訳データの拠出と高精度自動翻訳エンジンの提供のポジティブ・ループの促進

https://h-bank.nict.go.jp

参加組織:103者
（2024年12月末）

アストラゼネカ社からの報道発表（2018/4/17）
https://www.astrazeneca.co.jp/media/pressreleases1/2018/2018041701.html

製薬

NICTの翻訳システムを下訳に利用

翻訳業務の労力を半分にする画期的な効果

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ
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翻訳バンクの広がり（一部例）

18

金融

https://www.nict.go.jp/press/2020/01/15-1.html https://www.toshiba-
sol.co.jp/news/detail/20190531.htm

特許庁でも業務で利用

特許

ト ッ プ > 広報 > プレスリ リ ース > 2022年 > 金融分野向けの高精度AI翻訳システムを開発 Eng lish

印 刷

•  金融分野の文書を日本語と 英語の間で双方向に高精度に翻訳でき るAI翻訳システムを開発

•  金融庁などから 文書を大量収集し たこ と で金融専業翻訳者レベルに達し た訳文の割合が2割

から 5割に向上

•  専門性が高い金融分野での翻訳効率の改善により 、 日本の国際金融センタ ー機能の強化へ

の貢献に期待

国立研究開発法人情報通信研究機構（ NICT
エヌ アイ シーティ ー

、 理事長:  徳田 英幸） と

2022年3月11日

国立研究開発法人情報通信研究機構

金融庁

～金融庁による翻訳文書の大量収集と 、 NICTによる深層学習の連携で高精

度化～

金融分野向けの高精度AI翻訳システムを開発

ポイ ント

54

いいね！

シェ ア

ツイート

アク セス お問い合わせ スマホ専用サイ ト English

金融分野向けの高精度AI翻訳システムを 開発｜2022年｜N ICT. . . h ttps://www.n ict.go. jp/press/2022/03/11-2.h tm l

1 / 5 2022/03/29 11:20

金融専業翻訳者
レベルに達した
訳文の割合が
2割から5割に
向上

法令

法務省

修正
した
翻訳を
提供

高度化
した
エンジン
を提供

法務省での4ヵ月間の試行運用を経て、2024年4月から全省庁で運用開始。

https://www.global.toshiba/jp/news/digitalsolution/2023/12/news-20231201-01.html よ
り

AI自動翻
訳システ
ムの利用
により効
率化
（従来の4
倍の翻
訳）

情報セキュリティマネ
ジメントシステムの国
際規格「ISO 27001」の
認証を取得
（2022/3/14）、更新

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ



英⇒日中韓AI同時通訳技術

• 講演の入力をチャンク分
割して訳出

• 文分割して訳出した結果
を字幕表示

2025年、AI同時通訳を普通の技術へ

• 商用同時通訳サービスのリリース
•  「2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）」

会場への導入が決定

■TOPPAN（株）
○会議用同時翻訳ツール
 「MeeTra（TM）」（令和６年６月～）

■セミナー・シンポジウム等で、活用
される予定

イラスト提供：２０２５年日本国際博覧会協会

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ 19



言葉の壁のみならず文化の壁も越えた
相互理解可能なコミュニケーションの実現

20

技術の進化

ルールベース コーパスベース ニューラルネット 大規模言語モデル

◼ 特定話者が対象
◼ 文節発声・定型文の発話
◼ 静かな室内での発話
◼ 会議室予約程度が可能

◼ 不特定話者が対象
◼ 雑音下でも高精度な音声認識
◼ 違和感のない自然な文章に翻訳
◼ 違和感のない自然な音声合成

◼ 不特定話者が対象
◼ 丁寧な自発発話が必要
◼ 一定の条件下であれば外部でも音声認識可

能
◼ 生活会話の翻訳

初代VoiceTra

VoiceTra
翻訳専用端末

シースルーパネル型翻訳端末

1万規則/言語
対

10万文/言語対 100万文/言語対
翻訳バンク
民間企業への技術移転を
促進する多言語音声翻訳
プラットフォームを構築

医療機関等での
翻訳サービス

自治体・郵便局窓口
での翻訳サービス

文字で確認

音声認識技術による
聴覚障がい者支援サービ

ス

多様な翻訳端末・
アプリが登場

入力分割点検出による
時間ロスがほとんどない
同時通訳を実現

セミナー等での
同時通訳実証

辞書利用

翻訳支援

国内での翻訳サービス

グローバルコミュニケーション計画
（第一期）

グローバルコミュニケーション計画2025
（第二期）

会話翻訳へ進化

自動翻訳が事業化
できるレベルに進化

国内企業の海外展開支援

翻訳サービスの範囲を
コンテンツ等へ拡大

翻
訳
事
業
の
深
化

PC翻訳

言
葉
・
文
化
の
壁
を
越
え
た
世
界
へ

◼ 不特定の話者に加え、コンテンツが対象
◼ 音声、画像、映像等の情報による翻訳補完
◼ 主語のない文章では主語を推定して翻訳
◼ 少ない対訳データの学習で対応言語数の拡大

数百億パラメータ（LLM）
＋数10万文/言語対

LLMによる翻訳の補完、マルチモーダルな情報入力、
少数の対訳データで対応言語数の拡大

演劇・舞台リアルタイム翻
訳

小説翻訳

マンガ翻訳

外国語自動吹替え

日系企業海外工場支援

多言語による対面会議

メガネ型翻訳端末

リアル・バーチャル融合多人数会議

アニメーション字幕生成

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ

グローバルコミュニケーション計画
（第二期：2020年〜2025年）



社会知解析技術

社会実装を目的とした研究開発

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ 21



大規模自然言語処理技術

22

WISDOMX
大規模Web情報分析システム

Q: 言語能力をもたらす遺
伝子は何か？

• 深層学習、大規模言語モデルも用いた大規模自然言語処理システム、対話システム、基盤技術

Web６0億件から様々な質問に回答。2015
年より試験公開中

深層学習版を2021年3月末
より一般公開開始

九州北部豪雨で鉄橋流失を
他に先んじて発見

Twitter 情報を用いて災害に関する質問に回
答。エリアを指定すると被害状況の要約も。

自治体等、実災害で実際に活用

Q:熊本県で何が不足して
いる（地図表示）

民間企業へ技術移転

技術
転用

対災害SNS情報分析システム

DISAANA / D-SUMM

Q: FOXP2はどのようにして
言語能力をもたらす

防災チャットボット

SOCDA
⽕災がおきてます

何か被害があれば
教えてください。

ありがとうございます
写真はありますか︖

以上で登録しました

場所を教えてください。

ウェザーニューズが
ビジネス開始

被災者とAIがスマホで対話を行い、被害情報
の収集、避難支援を実施。SIP第二期

技術
転用

Web60億ページの情報を使って音声の
質問に回答し、雑談も行う。対話時の
省略等文脈処理も実施

次世代音声対話システム

WEKDA

技
術

転
用

Q: AIで解決できそう
な社会課題は

最近、1日三食ご飯たべてますか？

もりもり食べてるよ。
漬物がおいしくてね。

それは良いですね。
漬物はビタミン…

要支援、要介護の高齢者の健康状態チェック(介護モニタリ

ング）の一部を代替。Webを用いた雑談で高齢者のコミュニケーション
不足を解消。実証実験実施中。SIP第二期、KDDI、NECソリューション
イノベータ、日本総研と共同開発。SIPは本年3月に終了

MICSUS

技術転用

マルチモーダル
音声対話システム

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ



WISDOM-DX

https://www.ipa.go.jp/digital/dx/wisdom-
dx/wisdom-dx.html

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ 23



防災チャットボット

https://jp.weathernews.com/news/39095

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ 24



マルチモーダル音声対話システムMICSUS

• 高齢者介護体制逼迫の可能性は非常に高い

• AIによる介護作業の負担軽減は待ったなし

• 高齢者のコミュニケーション不足、孤独も大きな課題

コミュニケーション頻度の低下が
状態悪化を引き起こす

介護人材の需給ギャップ（推計）

総務省「平成22年国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日
本の地域別将来推計人口(平成25年3月推計)」、厚生労働省「平
成25年介護サービス施設・事業所調査」、厚生労働省「平成26年度
介護給付費実態調査」、厚生労働省「2025年に向けた介護人材に
かかる需給推計(確定値)(都道府県別)」より作成

215

43

0

100

200

300

2013年 2025年

171

258
（万人）

地方都市一つの
人口に相当する
人材が不足

斎藤雅茂、近藤克則、尾島俊之、平井寛、” 健康指標との関連からみた高齢者
の社会的孤立基準– 10年間のAGESコホートより”, 日本公衆衛生雑誌2015; 

62(3): 95-105, doi:10.11236/jph.62.3_95（ 表３より一部抜粋）

同居者以外の他者との交流頻度と健康指標の関連
（1日1回程度の交流がある場合とのハザード比）

１日１回の交流がある場合
（基準=1.0)

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ 25



MICSUS概要

• 前例のない高齢化による介護関係者の人手不足に対して、

最も時間のかかる作業である介護モニタリング（面談による 健康

状態チェック）を一部代替する

マルチモーダル音声対話システムMICSUSを開発

– 大規模実証実験によって実用レベルの性能であることを確認

26

※ SIP第二期の支援のもとKDDI株
式会社、NECソリューションイノ
ベータ株式会社、株式会社日本総
合研究所と共同開発中

カメラ

マイク

液晶

スピーカー
(内蔵)

MICSUSの柴犬型端末。

スマホ版も開発

WISDOMX
WISDOM Xからの情報を

使った雑談で高齢者のコ
ミュニケーション不足の抑
制も狙う

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ



今後の研究計画

AI共生型社会の実現に向けて

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ 27



総務省における情報通信技術戦略

電子情報通信学会ソサイエティ大会 企画講演セッション（TK-2）
科学技術・イノベーションの推進に向けた日本の取組と電子情報通信技術への期待
総務省における情報通信技術戦略ー Beyond5G・AIを中心にー2024年９月13日
総務省国際戦略局技術政策課長松井 正幸様講演資料
https://www.ieice.org/jpn_r/activities/kikakusenryakushitsuevent/assets/pdf/20240913_02.pdf
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生成AI時代の情報通信技術

電子情報通信学会ソサイエティ大会 企画講演セッション（TK-2）
科学技術・イノベーションの推進に向けた日本の取組と電子情報通信技術への期待
総務省における情報通信技術戦略ー Beyond5G・AIを中心にー2024年９月13日
総務省国際戦略局技術政策課長松井 正幸様講演資料
https://www.ieice.org/jpn_r/activities/kikakusenryakushitsuevent/assets/pdf/20240913_02.pdf
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生成AI時代の情報通信技術

電子情報通信学会ソサイエティ大会 企画講演セッション（TK-2）
科学技術・イノベーションの推進に向けた日本の取組と電子情報通信技術への期待
総務省における情報通信技術戦略ー Beyond5G・AIを中心にー2024年９月13日
総務省国際戦略局技術政策課長松井 正幸様講演資料
https://www.ieice.org/jpn_r/activities/kikakusenryakushitsuevent/assets/pdf/20240913_02.pdf
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情報通信審議会 情報通信技術分科会

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ 31

令和7年7月24日 情報通信審議会 情報通信技術分科会 技術戦略委員会（第54回） 第5次中間報告書 骨子（案）より
https://www.soumu.go.jp/main_content/000993656.pdf



次期中長期計画においてNICTに期待する役割

令和7年7月24日 情報通信審議会 情報通信技術分科会 技術戦略委員会（第54回） 第5次中間報告書 骨子（案）より
https://www.soumu.go.jp/main_content/000993656.pdf
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戦略的に推進すべき技術領域

令和7年7月24日 情報通信審議会 情報通信技術分科会 技術戦略委員会（第54回） 第5次中間報告書 骨子（案）より
https://www.soumu.go.jp/main_content/000993656.pdf
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AI・コミュニケーションとB5G

令和7年7月24日 情報通信審議会 情報通信技術分科会 技術戦略委員会（第54回） 第5次中間報告書 骨子（案）より
https://www.soumu.go.jp/main_content/000993656.pdf
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量子情報通信とサイバーセキュリティ

令和7年7月24日 情報通信審議会 情報通信技術分科会 技術戦略委員会（第54回） 第5次中間報告書 骨子（案）より
https://www.soumu.go.jp/main_content/000993656.pdf
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重点分野

令和7年7月24日 情報通信審議会 情報通信技術分科会 技術戦略委員会（第54回） 第5次中間報告書 骨子（案）より
https://www.soumu.go.jp/main_content/000993656.pdf
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重点課題

令和7年7月24日 情報通信審議会 情報通信技術分科会 技術戦略委員会（第54回） 第5次中間報告書 骨子（案）より
https://www.soumu.go.jp/main_content/000993656.pdf
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高い信頼性・創造性・多様性を発揮で
きるAI複合体技術の開発に向けて
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NICTのLLM
• これまで、130億個〜3,110億個パラメータの日本語特化型LLMを多数試作（ 1,790億個の

パラメータはOpenAIのGPT-3並み）。ただし学習データは比較的小さい。

• イノベーションに関する本に書かれていた、「高齢者の薬の飲み忘れへの対策にギャンブルを応
用する 」 という奇抜なアイディアの具体化を、開発したさまざまなLLMに訊くと

392025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ



一般にパラメータ数が多いほど賢い

120点
実際にアメリカで
検討された案ほぼ
そのまま
＋たまごっち風の
育成ゲームを使う
新規アイディア

3,110億
パラメータ
(学習データ最小）

130億
パラメータ
(学習データ
比較的大）

130億
パラメータ
(学習データ
比較的大）

30点
他人が薬を飲んだかどうかで
ギャンブル？外れてはいるが、
発展の余地のあるアイディアかも

0点
かすりもせず

0点
かすりもせず

• 小さいパラメータ数のモデルではほぼ全滅。学習データが比較的小さくても、
パラメータ数が大きいものは正解ないしは有意義な回答を出力

パラメータ数大

パラメータ数小

2,340億
パラメータ
(学習データ中）

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ

近年は蒸留等の技
術で小パラメータで
も賢い生成AIが出現
しつつあり、更なる評
価が必要
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日本独自のLLMの必要性

41

• 海外製LLMの学習データは英語中心で、日本語データはわずか

– → 日本の主張、文化、アイデンティティが海外製LLMによってかき消される可能性

– → コンテンツ産業も独自性を失って消滅する可能性

• 使用料金流出でデジタル小作人

• 安全保障上も重要な問題

– 仮にマネタイズが大成功しなくても、LLMは偽情報に関連して、いわゆる認知戦の

主要兵器となるだろう

？

？

AI共生型社会実現促進ワークショップ2025/3/24
数世代後の日本アニメはディズニーアニメと区別がつくか？



LLMでは学習データが重要

42

• NICTでは過去15年間にわたりWebデータを収集・蓄積し、学習データとして
活用

• 計算資源等で海外に劣後する中で、上記日本語データの質・量は数少ない
日本の勝ち筋

• 上記データから抽出、精錬した大量で高品質な日本語データ(最大22.9TB）
を民間企業等に提供。試作したLLMも合わせて提供

収集

蓄積、
クリーニング、
学習

Web

大規模言語モデル

大規模計算機

NICTでは、日本語ページを
中心に1日あたり
2,000万ページ前後収集

• 過去15年間、収集した日本語中心の660億ページ(文庫本
40億冊以上に相当）を大規模計算機に蓄積、活用中

• 広く使われているCommonCrawlデータの５倍程度の日本語
データが含まれていると推定

2025/3/24 AI共生型社会実現促進ワークショップ



LLMが生成する偽情報等への対策
• NICTのLLMでもフェイクニュースやオレオレ詐欺の台本等生成可能

• 実際、フェイクニュースを作るのであれば、LLMは必ずしも高精度である必要は
ない

→ 今後多数の野良生成AIが出現し、大量のフェイクニュースを生成する
可能性も
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大規模言語モデルが生成したフェイクニュースの例
(実際にNICTの大規模言語モデルが生成した例、
黒字がプロンプト)

「〇〇山が噴火。土石流が発生し、近隣自治体で死傷者多数。救援は極
めて困難」というタイトルの新聞記事は以下の通り。「本日未明、〇〇半
島の〇〇山が噴火。噴火による火山灰 が土石流となり、近隣自治体に

甚大な被害をもたらした。また、噴火による火山灰が上空に滞留したた
め、航空機の運航が全面的に停止。〇〇半島の交通網は完全に麻痺し
た。現在、自衛隊が救援活動を行っているが、噴火による火山灰が上空
に滞留しているため、ヘリコプターによる救援活動は極めて困難となって
いる。 

ダークサイドの
「野良生成AI」
(開発者も運用者も
不明な生成AI)



LLMの評価

• LLMは単なる定性的・静的なテストセットで評
価するだけでは不十分

– 今後、自己学習等によってLLMは、短い期間で出
力が変化していくと思われる。

– 学習データやファインチューニングによって振る
舞いが変化する。

– 必要に応じてリアルタイムに評価出来る仕組み
が必要になる。

今後、オープンソースのモデルを悪用した悪意のある生成AI
が登場する可能性すらあり、AIの性質を評価して特徴を明ら
かにすることは、AI共生型社会の実現には必要不可欠
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生成AIの悪用に対抗できるのは生成AIだけ

• 生成する情報の量では生成AIは人間、あるいは人間社会を凌駕

– ChatGPTは２ヶ月で１億人と対話した生成AIも実在。人間には不可能。

– 生成AIを本気で悪用すれば、フェイクニュース等の量も人間あるいは人間社会の対
処可能量を圧倒する可能性

• 従って、近い将来、日本社会は生成AIで守るしかない
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ダークサイドにある
開発者も運用者も
不明な「野良生成AI」

ダークサイドからの攻撃

正義を志向する生成AIが防御

日本社会

フェイクニュース、偽情報

誹謗中傷

マルウエア

現在想定でき
ない何か
Unknown 
unknown?
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生成AIの悪用に対抗できるのは生成AIだけ

• 例えば、正義を志向する生成AIがフェイクニュースに反論
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ダークサイドの
野良生成AI

ダークサイドからの攻撃

正義を志向する生成AIが防御

日本社会

厚労省はコロナワクチンで
人口削減を狙っている

• こうしたリスク対応をする国産生成AIはいずれ必須に

NICTが開発した生成AIによる反論
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LLMの弱点の解決法
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信頼性
ハルシネーションで誤った情報や
フェイクニュースを出してしまう

多様性
学習データの傾向に引っ張られて、出力に
多様性がない

これまでの問題を引き起こした現在のLLMの３つの弱点

創造性
アイディア出しをさせても月並
みなアイディアしか出せない

解決の鍵は多様な視点を持つ多様なAIを組み合わせること。「三人よらば文珠の知恵」

• WISDOM-LLM上でLLMの信頼性、創造性、多様性を改善する多数のアプリ等を開発中
• 簡潔なプログラム「思考パターン」で多様なAIの組み合わせを指定できる
• 現在想定されていない脅威への対抗策や新たなアプリも新たに思考パターンを書くことで対応
• いずれはWISDOM-LLM自身が「思考パターン」を生成→ AIが自己認識、自己変革

NICTでは多様なAIを組み合わせるプラットフォームWISDOM-LLMを開発中

テキスト

⼊力テキスト

テキスト

テキスト テキスト
テキスト

テキスト

LLM1 LLM4

LLM3

WISDOM X

LLM2

思考パターン1

思考パターン2 思考パターン3

WISDOMX

検索ベースの
QAシステム
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WISDOMX

Web上に根拠のある反論を大量に生成

生成AIの出力した情報をWeb情報で裏取り 創造的な将来シナリオを生成
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• 情報通信研究機構（NICT）は、多言語の翻訳技術の研究開発に強み。

• 11/20-21に開催された国際AISIネットワーク会合では、国立情報学研究所（NII）とも連携し、多言語・多文化
（MLMC）の視点を考慮したAI安全性テストに関する手法やツールについて議論をリード。

• 今後、シンガポール等と共同で、MLMCを考慮したAI安全性評価を継続実施する方針。

AnswerCarefully バージョン2 (NIIにより作成)
安全性に関する日本語指示データ

• 1800組の質問と回答 (学習：1464組、評価：336組)
• すべてのQ&Aは人手で慎重に作成されたもので、自動作成し

たものは含まれない
• 質問には日本語特有のトピック（例：オレオレ詐欺）が含まれ

る
• 回答は害がなく、有益な情報を提供するように設計されてい

る
• 300組はプロが英中韓に翻訳したものである
• すべてのQ&AはNICTの翻訳エンジンにより、21言語に翻訳さ

れている
• 評価用の336組はプロが11言語（英語、中国語（台湾語）、韓

国語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語（イベリア
語）、スワヒリ語、マレー語、タイ語、ベトナム語）に翻訳したも
のである

• データの37%が地域に依存したものである
• 分類法

• それぞれ5 / 21 / 56 のカテゴリからなる3階層の分類である
• Do-not-answerの分類法に基づいているが、日本文化に合

わせて修正されている

緊急QAデータセット（NICTにより作成）

• 言語の平等性は公平性と安全性にとって極めて重要
• 高度なAIシステムであっても、すべての言語で同じように機能するわけではない
• 誤った対応は、場合によっては人命に危険を及ぼす可能性がある
• 言語に関係なく正しく答えが得られるようにすべき
• 警察を呼ぶにはどうすればよいですか？

   ⇒ 日本では110、アメリカでは911

日本語の防災クイズ
60問の正解率

（参考）NII・NICTによる、MLMCを考慮したAI安全性テスト用データセット

AISIとの連携
言語・文化の多様性に配慮したAIの安全性に関する取組
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AI共生型社会実現促進
• AI共生型社会を実現させるためには、AI技術の特性を明らかにして、社会に安全に調整しつ

つ、そのAIがもたらす影響や効果をフィードバックさせながらAI技術を深化させていく必要が
あると考える。

• それを実現させるための国研としての役割

– 先進的な技術の研究開発開発

– 企業と連携した社会実装の促進

– 社会実装によって得られるデータや知見をフィードバックした新たな技術の研究開発

研究開発

社会実装
（ビジネス化）

データ＋α
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まとめ
• NICT（ユニバーサルコミュニケーション研究所）は、社会実装をター

ゲットとした先進的な研究開発を実施してきた。

– 実用化研究だけではなく、中長期計画を意識しながら5年先、10年先、
さらにその先を想定した基礎研究も並行して実施している。

– 第2期中長期計画(2006〜2010年度)からデータの重要性を意識した
データ（音声・対訳・Webデータ）の収集蓄積を行ってきており、第3期
中長期計画（2011-2015年度）以降は大規模化に注力してきた。

– 生成AI時代において約20年近く蓄積してきたデータは革新的なイノ
ベーションを起こすための戦略的にも重要な資産となっている。

– また、実用化についてはグローバルコミュニケーション計画（2014〜
2019年度,2020〜2025年度）において、企業と連携しながら多言語翻

訳技術をビジネス化することで、誰もが使う「普通の技術」にすること
を実現させた。

• 第6期中長期計画（2026〜2030年度）においては、我が国独自の
生成AI技術の普及と、それを支える情報通信技術の研究開発を
推進する予定である。
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